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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026BSカリ, 2025BSカリ, 2024BSカリ, 2023BSカリ

【専攻】健康・福祉・医療・創薬分野の研究者・技術者として 深い専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明で
科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観 きる批判的思考力を伸ばす。

⇔

【専攻】さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力 英語で書かれた科学論文の内容（実験目的，実験手法，結果，
とグローバルな情報発信能力 考察）を正確に読み込み、それを客観的に評価すると同時に、

決められた時間内に、第３者に説明することができるようにな
る。

⇔

【専攻】深い専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的 生命現象に関わる遺伝子発現から物質代謝など仕組みを分子、
に説明できる批判的思考力 細胞、生物個体、集団レベルで深く理解するとともに、それら

を考察する能力の習得を目指す。研究データの解析力、研究計
画力、および研究成果のプレゼンテーション能力を高め、科学
英語の読解力も習得する。

⇔

(2)授業の概要 修士の学位取得にむけて、生体関連化学や環境科学に関する実験計画の立案、実施、結果に対するディ
スカッションを行う。

(3)授業計画 1．研究計画の立案
2．実験計画の立案
3．実験の実施
4．結果のまとめ
5．結果に対するディスカッション

(4)成績評価の方
法

実験計画に関するコミュニケーション能力と、研究成果、考察能力、仮説形成力によって判断する。

(5)成績評価の基
準

研究を遂行する中で、教員から提案に対する質疑応答、受講者から提案とそれに対する質疑応答、関連
する国際雑誌の内容についての質疑応答、実験原理に関する質疑応答、実験計画の提案とそれに関する
質疑応答、実験結果に関する質疑応答と考察、実験結果に対する対策提案が可能である。ただし、受講
者による応答や提案の到達深度では問わず、問われたことに対して回答したかどうかを基準とする。

(6)事前事後学習
の内容

関連する学術論文をよく読み、自分なりの実験計画を立てる。

(7)履修上の注意 実験遂行に際しては、事前に教員との密なディスカッションを必須とする。

(8)質問,相談への
対応

随時

(9)その他 なし

【教科書】 なし

【参考書】 なし


